
秋
の
陶
史
の
森
は
、
イ
チ
ョ
ウ

や
モ
ミ
ジ
な
ど
の
葉
が
赤
や
黄
色

に
色
付
き
、
緑
一
色
だ
っ
た
園
内

を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。
こ
の
美

し
い
紅
葉
の
中
で
、
ひ
そ
か
に
咲

く
桜
が
あ
り
ま
す
。「
ジ
ュ
ウ
ガ

ツ
ザ
ク
ラ
（
十
月
桜
）」
で
す
。

春
と
秋
に
花
を
楽
し
め
る
二
季

咲
き
で
、「
広
義
の
冬
桜
」
の
仲

間
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
同
じ
く
二

季
咲
き
の
「
シ
キ
ザ
ク
ラ
（
四
季

桜
）」
と
一
見
似
て
い
て
混
同
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
正
式
に
は
異
な

る
品
種
で
す
。
花
の
咲
き
方
や
品

種
の
由
来
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

シ
キ
ザ
ク
ラ
は
、
一
重
咲
き
で

花
び
ら
は
５
枚
。
淡
い
ピ
ン
ク
色

近
年
、
崇そ
う

禅ぜ
ん

寺じ

（
妻
木
町
）
に

あ
る
仏
像
の
調
査
で
、
そ
の
内
部

か
ら
墨
書（
墨
で
書
か
れ
た
文
字
）

や
写
経
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

発
見
が
あ
っ
た
の
は
、
寺
を
開

い
た
初
代
住
職
・
果か

山ざ
ん

正し
ょ
う
い位
の
像

で
す
。
墨
書
に
至し

徳と
く

３
年
（
１
３

８
６
年
）
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
今
か
ら
６
４
０
年
前
、
果

山
の
十
七
回
忌
に
合
わ
せ
て
像
が

造
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
写
経
は
三
河
地
方
の
尼

僧
が
果
山
の
供
養
の
た
め
に
記
し

た
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
ま
で
謎

に
包
ま
れ
て
い
た
果
山
の
出
自
が
、

か
す
か
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

仏
像
の
胎
内
か
ら
こ
う
し
た
納

入
品
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
土
岐

市
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
長

年
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
文
化
財

を
改
め
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
歴
史
が
一
つ
解
き
明
か
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
大
発
見
は
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
文
化

財
を
丹
念
に
調
べ
る
こ
と
で
、
暮

ら
し
の
変
化
や
歴
史
が
見
え
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

桜
と
紅
葉
の
共
演 

ổ
ジ
ἁ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
ổ

第
30
回
　

地
域
の
文
化
財
を
調
査
研
究
す
る
こ
と

の
か
わ
い
ら
し
い
小
輪
を
咲
か
せ

ま
す
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
コ
ヒ
ガ

ン
と
マ
メ
ザ
ク
ラ
の
交
雑
種
で
す
。

一
方
、
陶
史
の
森
を
彩
る
ジ
ュ

ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
（
写
真
）
は
、
半

八
重
咲
き
で
花
び
ら
は
10
〜
20
枚
。

少
し
よ
じ
れ
た
花
び
ら
が
、
華
や

か
な
印
象
を
与
え
ま
す
。
マ
メ
ザ

ク
ラ
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
種
間
雑
種

で
、
江
戸
時
代
か
ら
記
録
が
残
る

古
い
品
種
で
す
。
今
年
も
ま
た
、

変
わ
ら
ぬ
場
所
で
優
し
く
花
を
開

き
ま
す
。

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
「
桜
」

と
「
紅
葉
」
が
織
り
な
す
、ち
ょ
っ

と
不
思
議
で
ぜ
い
た
く
な
景
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

バードウオッチング（自由参加）
10月25日（日）、11月22日（日）
午前９時～11時
※集合場所は林泉の池堤防
葉っぱのしおりづくり教室
（要申込：定員20人）
11月１日（日）午前９時～11時
※集合場所はネイチャーセンター

陶史の森からのご案内

例
え
ば
、
白
鳥
神
社
（
鶴
里
町

柿
野
）
に
残
る
１
８
０
枚
以
上
の

棟む
な

札ふ
だ

（
建
築
・
改
築
な
ど
の
記
録

札
）
の
中
に
は
、
昭
和
30
年
（
１

９
５
５
年
）に
祭
り
の
行
事
を「
花

馬
」
か
ら
「
子
ど
も
獅
子
」
の
奉

納
に
切
り
替
え
た
こ
と
を
記
し
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。

祭
り
の
行
事
を
変
更
し
た
背
景

に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
な
ど
で
、

主
に
運
送
に
利
用
さ
れ
て
き
た
馬

が
地
域
か
ら
減
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
、
た
っ
た
一
枚
の
木
札
か
ら

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
残
る
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
地
道
に
調

査
・
記
録
し
、
未
来
へ
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
学
芸
員
の
大

切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

ジュウガツザクラ

崇禅寺 果山正位坐像

21 2026.10　広報とき

いきものふれあいの⾥ 「 陶史の森 」 だ よ り 土岐市ネイチャーセンター
（☎59-5144）

新博物館準備だより 学芸員は、いま何してる？ 美濃陶磁歴史館
（☎55-1245）




